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リスクマネジメントにおけるコンサルティングの内容

リスク
マネジメント

リスク
コントロール

リスク
ファイナンス

回避

低減

転嫁

保有

移転、分散、撤退

予防

耐震補強、防水板の設置、建築設
備の冗長化などのハード対策

低減
BCP、レジリエンスの向上策、タイ
ムラインなどのソフト対策

地震拡張担保特約（企業向け地震
保険）、インデックス保険、デリバ
ティブなど

キャプティブ（自社保険）、無策

立地特性調査、ポートフォリオ分析

リスク評価とその結果に基づく改善
作及び対策優先度の提案、費用対
効果分析など

建物等、施設の安全性確認支援シ
ステム（応急点検チェックリスト）の
導入

損失額（直接損失、休業損失）を指
標としたリスクの定量化分析

コンサルティングの内容リスクマネジメント手法
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BCM/BCPにおけるコンサルティングの内容

導 入

方針の策定

計画

実施・運用

教育・訓練

点検・是正

見直し

BCMの流れ

災害の特定

ビジネス影響度分析

重要業務の特定

目標復旧時間の設定

重要業務の被害想定

ボトルネックの抽出

BCPの策定

• 立地特性調査

BCP策定の流れ コンサルティングの内容

• 損失額を指標としたリスクの定量化分析、
財務影響分析

• リスク評価とその結果に基づく被害想定
（被害シナリオ、ボトルネックの検討・抽出）

• 改善策と対策優先度の提示

ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ

• 目次・構成の提案、セカンドオピニオンなど
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生産施設の調査レポートの例

調査エリアの名称

耐震的に脆弱な部位や内容

現況や耐震的に脆弱な部位に
関する所見

推奨対策方針
(今回は実施しない)

特記事項

調査写真

製造設備の不具合と対策方針提案
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生産施設における対策の優先度評価の例
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定量化リスクを活用した対策検討例（1）：
優先的に地震対策を行うべき建物と対策方針の検討
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建物(内外装)
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物的損失率（％）：折れ線グラフ

物的損失額（百万円）：棒グラフ
地震リスク(物的損失額)の内訳

対策優先度が高い建物

13%

9%

3%

65％

8%2%

対策方針と対策案*

• 建物に対して生産設備に甚大な被害が想定され
るため、特に設備機器の固定対策が必要

• 建物の損失は地震保険によりカバー

• 在庫の破損被害が予想されるため、保管方法の
改善とストックを割増し

*被害想定と対策の検討には、設計図書や構造検討等に加え、現地調査（ウォークダウン調査）が必要
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定量化リスクを活用した対策検討例（2）：
震度6強時の復旧曲線を用いた対策検討

 設備による供給プロセスを整理し、耐震ウォークダウンとヒアリングから施設内の機
能構成をリスク評価用にモデル化する。モデルの各構成要素の損傷確率を想定す
ると復旧曲線（復旧に関するリスク）が評価される。
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発災からの経過日数

現状
対策後

ユニット 復旧日数の期待値
発電施設 1.7
特高受電施設 1.0
変電施設 6.7
冷却塔 0.0
排水処理施設 2.1
海上入荷 2.2
原油タンク 0.6
移送配管1 4.0
製造プロセス 1.0
移送配管2 1.0
品質管理 3.8
陸上出荷 0.1
海上出荷 0.6

• 地震リスクの内訳より、復旧を長引かせる主要因(ボトルネック)は変電施設であるため、事業継続マネジメン
ト(BCM)では、変電設備の対策(耐震補強、非常用電源の設置や系統の多重化などの冗長化)を行う。

• 対策を考慮し、再度リスク評価を行うことで、対策の効果が視覚化される（上図左のオレンジの線）。

RLO:目標復旧レベル

RTO:目標復旧時間

対策方針

ボトルネック
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洪水等の水害対策に関する事例

 鳥取県立中央病院では、地震に対しては免震構造を採用、また、2.4mの浸水が想定されているた
め、免震層を1階床高さより2.6m高くし、洪水と津波の同時発生時に、浸水しないようにしている。さ
らに病院の主要な機能やインフラ設備を、浸水リスクが低い2階以上に配置する対策をとっている。

出典：日経XTECH

外来や救急、病床、エネルギーセンターなど、重要
な機能を浸水リスクが低い2階以上に集約

救急車出入り口を国道と直結で
きる2階に設置

免震層を想定浸水レベルより
20cm高い位置に設置

医療ガス庫をかさ上げし、
浸水を防ぐ

かさ上げ

1階はピロティはかさ上げなどの浸水対
策をせず、バリアフリーを実現

既存棟は更衣室な
どの病院機能以外
の用途で使用

高さ60cmの止水

板を設置し、洪水
発生時の浸水を
防ぐ

防水扉を設置し、

病院機能の継続に必要
なエレベーターへの浸水
を防ぐ
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水害に関するハード対策の例

※図の出典は国土交通省の公開資料「浸水防止用設備の種類と特徴」
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水害に関するソフト対策：タイムライン（防災行動計画）

災害発生を前提に、いつ・誰が・何をするかについて、時系列で防災行動を事前にま
とめたものをタイムラインと呼ぶ。

 気象情報から災害発生まで猶予期間がある台風に伴う災害などに有効な防災手法である。突発的に発生する
地震には適用が難しい。

 BCPの概念図で用いられる復旧曲線上で示すと、防災行動が開始されてから発災するまでの間がタイムライ
ンの適用範囲である（下図）。

 タイムラインにより、事前に従業員の安全確保、発災後の参集や復旧体制が整備されていれば、図のよ
うな発災後の事業継続性の向上効果、つまりBCPへの貢献が期待できる。

事前対策 事後対応
（BCPの発動）

発災

時間

操業度（復旧率）

100%

0%

 タイムライン作成前

 タイムライン作成後

防災行動開始

タイムラインの適用範囲
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ワークショップ型のBCPやタイムラインの構築支援の例

 ワークショップ型の検討会を開催し、BCPの課題抽出
やタイムラインの構築支援を実施

懸 念 課 題 見落としている事項

 検討事項毎のアイディア出しの例

アイディアの優先度： ■極めて高い ■高い ■やや高い

• アイディアを取りまとめ、BCPの精度を高める。
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株式会社イー・アール・エス

〒104-0061 東京都中央区銀座6-17-1 銀座６丁目-SQUARE 7F

エンジニアリング部 望月智也

E-mail: mochizuki@ers-corp.com

本資料のお問合せ先
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